
2023 年
No. 764 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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日合商各支部・地区支部　活動スケジュール
日程 支部・地区支部 内容 会場

6 月 19 日（月） 北　陸 定期総会 ホテル日航金沢

6 月 29 日（木） 中　国 定期総会 シェラトンホテル広島

7 月 4 日（火） 東　京 定期総会 LEVEL XXI 東京會舘

7 月 5 日（水） 九　州 定期総会 ANA クラウンプラザホテル福岡

7 月 6 日（木） 四　国 定期総会 東京第一ホテル松山

日程 支部・地区支部 内容 会場

3 月 10 日（金） 関　西 懇親ゴルフ大会 茨木カンツリー倶楽部

4 月 11 日（火） 東　北 定期総会 ホテルメトロポリタン仙台

4 月 14 日（金） 中部日本 定期総会 名鉄グランドホテル

4 月 21 日（金） 関　西 定期総会 リーガロイヤルホテル大阪

6 月 13 日（火） 神奈川 定期総会 崎陽軒本店

【通常総会】5 月 18 日（木）
　会　場　ANA クラウンプラザホテル松山
　　　　　〒 790-8520　愛媛県松山市一番町 3-2-1
　　　　　Tel ： 089-933-5511（代）　Fax ： 089-921-6053
　　　　　・松山空港から　リムジンバス（大街道バス停下車）…約 30 分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タクシー…約 20 分
　　　　　・松山観光港からリムジンバス（大街道バス停下車）…約 40 分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タクシー…約 30 分
　　　　　・JR 松山駅から バス（大街道バス停にて下車）…………約 18 分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タクシー…約 8 分
　　　　　・JR 松山駅から　市内電車（大街道電停にて下車）……約 12 分
　　　　　・松山インターチェンジから 車   …………………………約 15 分

　■理事会受付　12：00 ～
　■理　事　会　13：00 ～ 13：50
　■総　　　会　14：00 ～ 15：30
　■講　演　会　15：45 ～ 17：15
　　　　　　　　　　演題「激動の国際情勢と日本の課題」
　　　　　　　　　　講師　村田 晃嗣 氏（同志社大学法学部教授）
　■懇　親　会　18：00 ～ 20：00
　　　　　　　　　　着座形式のパーティとなります。
　　　　　　　　　　アトラクション　「サバキ女子」によるマグロの解体 LIVE
　■ 2　次　会　20：00 ～

【エクスカーション】5 月 19 日（金）
　◦ゴルフコース　エリエールゴルフクラブ松山にて

　◦観光コース　石手寺お遍路体験＆道後散策

2022 年度
第三回理事会並びに

第二回合板需給懇談会 開催のご案内
2023 年 3 月 23 日（木）

2022 年度第三回理事会並びに第二回合板需給懇談会を
下記要領にて開催します。

日本合板商業組合　理事長　足立 建一郎

1. 第三回理事会
　◦開催時間：13：30 ～ 14：30
　◦開催場所：LEVEL XXI（Twenty-One）東京會舘「スタールーム」
　◦議事事項
　　① 2022 年度下期事業報告及び決算見込みの件
　　② 2023 年度事業計画及び予算の件
　　③ 第 44 回及び第 45 回、通常総会（総代会）の件
　　④ 会勢強化の件
　　⑤ その他
　◦報告事項
　　① 2022 年度要望（陳情）活動について
　　②日合商（本部）の適格請求書発行事業者登録等について

2. 第二回合板需給懇談会
　◦開催時間：14：45 ～ 16：45
　◦開催場所：LEVEL XXI（Twenty-One） 東京會舘「スタールーム」 
　◦議　　題
　　① 林野庁の行政活動について
　　② 国内合板の供給動向について
　　③ 国内各地の需要動向について
　　④ その他（質疑応答）

第 44 回 日本合板商業組合 通常総会 in MATUYAMA
2023 年（令和 5 年）5 月 18 日（木）～ 5 月 19 日（金）

会員の皆様のご参加を心よりお待ちしております。



※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）（円）

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹
構造用

輸入・型枠用
輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目
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東京の合板卸売り価格
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7 月  報告

■令和 5 年 1 月度経営者の住宅景況感調査集計結果

総戸数 持　家 分譲住宅 賃貸住宅 給与住宅

令和 2 年度実績 81.2 26.3 23.9 30.3 0.7

令和 3 年度実績 86.5 28.1 24.8 33.0 0.5

令和 4 年度予測 85.0 26.2 24.8 33.5 0.5

令和 4 年度  予測

A 社 85.3 27 24.3 38.5 0.5
B 社 85.5 27 24 34 0.5
C 社 86 26.2 25.3 34 0.4
D 社 85.8 26 24.5 34.7 0.6
E 社 85.6 25.4 25.5 34.2 0.6
F 社 85.5 27 24.5 33.5 0.5
G 社 85 28 24.5 32 0.5
H 社 85.5 25 25.5 34.5 0.5
L 社 82.6 26 25 31 0.6

M 社 83.9 25 24.1 34.2 0.6

N 社 84.8 24.4 25.5 34.3 0.6
O 社 82.1 26.7 23.5 31 0.5

Q 社 86 26.2 25.3 34 0.4

R 社 85.5 27 25 33 0.5

S 社 84 26 25 32.5 0.5

平均 85.0 26.2 24.8 33.3 0.5

【単位：万戸】

■令和 4 年度の
　新設住宅着工総戸数の予測アンケート結果 回答数 15 社

住団連　経営者の住宅景況感調査（令和 4 年度第 4 回）報告より  

調査時期
令和５年１月中旬

調査対象
住団連会員企業及び住
団連会員団体の会員企
業の経営者

回答数
15 社

集計結果
景況感（前年度同期比）
の単純集計を基に景況
感判断指数を算出

回答社
旭化成ホームズ、一条工務店、大野建設、サンヨーホームズ、スウェーデンハウス、
住友林業、積水化学工業、積水ハウス、大東建託、大和ハウス工業、トヨタホーム、
日本ハウスホールディングス、パナソニックホームズ、ミサワホーム、三井ホーム　（敬称略、五十音順）

※平均値は各セグメントの最大値、最小値各 1 つずつを外して算出。

※数値は回答企業数。
　白抜きは回答企業数が
　最多の項目。
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概　要
　2022 年 12 月の新設住宅着工戸数は 67,249 戸（前年同月比 1.7％減）で 3 カ月
連続の減少となった。その内、木造住宅は 37,378 戸（前年同月比 8.5％減）で 9
カ月連続の減少となった。季節調整済年率換算値は 84.6 万戸で前月比 0.5％増、
先月の減少から再びの増加となる。
　利用関係別では、持家が 19,768 戸（前年同月比 13.0％減）で 13 カ月連続の減少、
貸家は 26,845 戸（同比 6.4％増）で 22 カ月連続の増加、分譲は 20,200 戸（同比
1.4％増）で先月の減少から再びの増加となった。分譲の内訳はマンションが 8,117
戸（同比 14.5％増）で先月の減少から再びの増加、戸建ては 11,977 戸（同比 5.9％
減）と 2 カ月連続の減少となった。貸家及び分譲住宅は増加したが、持家が減少
したため、全体で前年同月比 1.7％の減少となった。

国内 ･ 外合板の供給量
　12 月の国内合板生産量は 21.1 万㎥（前月比 93.3％、前年同月比 78.8％）と発
表された。その内、針葉樹合板の生産量は 20.6 万㎥（同比 93.3％、79.3％）となり、
出荷量は 20.4 万㎥（同比 93.4％、79.3％）で在庫量は 17.8 万㎥となった。
　輸入合板の 12 月度入荷量は 19.3 万㎥（前月比 109.9％、前年同月比 83.0％）

となった。国別入荷量は、マレーシアが 4.9 万㎥、インドネシアが 5.5 万㎥、中
国が 5.4 万㎥となっている。
　2022 年の国内・外合板供給量は 560.2 万㎥（前年比 95.6％）の減となった。
国内外産比率は、国内が 53.3％と前年比から 1.7 ポイント減少する結果となった。

今後の見通し
　国内針葉樹合板は、前月同様に荷動きが低調な一方、生産調整もされているた
め、在庫の増加には一定の歯止めが掛かっている。価格は現実として安値が聞こ
えて来ており、弱基調は払拭されない。川下からの揺さぶりもあり流通での安値
販売が散見される。市況の安定には東西の需給バランスが必須のため、再構築を
図っていただきたい。価格の乱高下は顧客に迷惑をかけ、不安を生むだけである。
　輸入合板は産地価格・為替・国内需要が絡み合い、現物在庫削減のための安値
が散見される状況となっている。全国的には在庫は減少傾向にあるが、需給バラ
ンスが未だ取れていないアイテムのみ弱含みの相場が続いている。現状、輸入業
者は採算割れの商いを続けているが、それがどこまでも続くことはなく、徐々に
調整されるものと思われる。産地価格も底打ちの様相を呈していることを考えて
行動することをお勧めしたい。
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役員会・臨時総会・新年会を 48 名が参加して開催。臨時総会では、「第 44 回日本合
板商業組合通常総会」の幹事支部として総会成功に向けて全員が力を合わせて準備
に取り組むことを確認しました。
新年会は、村上髙志
支部長の挨拶で開幕
し、アイカ工業（株）
四 国 支 店 支 店 長 三
戸聡一郎氏による乾
杯の発声で祝宴がス
タート。和やかな祝
賀の宴となりました。

北海道	 -0058- ①	 小日向商会㈲	 代表取締役社長	 小日向 直人

東北	 -0027- ⑤	 ㈱山協産業	 代表取締役	 飯田 克己

東北	 -0087- ③	 ㈱小池銘木店	 代表取締役社長	 小池 広志

東北	 -0088- ③	 北豊トーヨー住器㈱	 代表取締役	 豊田 肇彦 

東北	 -0089- ③	 ㈱互大	 代表取締役	 熊谷 則幸

北関東	 -0080 	 ㈱カミヤマ	 代表取締役	 神山 和夫

東関東	 -0034- ③	 ㈱千葉三協	 代表取締役	 山口 安則

東京	 -0130- ④	 ㈱森傳	 代表取締役	 森田 康雄

東京	 -0213- ③	 ㈱内田新建材センター	 代表取締役	 内田 光則

中国	 -0095- ③	 ㈱東洋建材	 代表取締役	 龍舎 達也

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した 10 社

2023 年 2 月25 日現在

● 四国支部　役員会・臨時総会・新年会
　　2 月 8 日（水）ANA クラウンプラザホテル松山にて

● 神奈川支部　新春講演会・新年会
　　2 月 15 日（水）崎陽軒本店にて
新春講演会・新年会を 45 名が参加して開催。冒頭、伊藤元二支
部長が挨拶し、元海上自衛隊 航空集団司令官の畑中裕生氏に登
壇いただいて「日本のこれからの防衛のあり方」を演題に講演
いただきました。
また同日、懇親のための新年会
も開催され、日合商本部から足
立建一郎理事長が来賓挨拶、つ
づく中村豊副支部長による乾杯
の発声でスタート。和やかな祝
賀の宴となりました。

日本合板商業組合各支部で
3年ぶりに新年会が開催されました。
新型コロナウイルス感染症により、開催が見送られていた新年会が、感染
対策を講じたうえで、3 年ぶりに各支部で開催されました。
各会場では出席した会員同士が久しぶりに親睦を深め、和やかな祝賀の宴
となりました。

合板需給検討委員会を開催
2023 年 3 月 3 日（金）に日本合板工業組合連合会・日本木材輸入協会・
日本合板商業組合による「2022 年度第四回合板需給検討委員会」を林野
庁木材利用課ご陪席のもと、合板会館（日合商会議室）において開催。合
板の短期需給見通しの検討結果は林野庁の木材行政推進のための情報と
して提供しました。なお、検討結果の詳細は、本誌 4 月号に掲載します。

2023.02.16　官公庁からのお知らせ

【お知らせ】林野庁 「モクレポ～林産物に関するマンスリー
レポート」2 月号の公表のご案内
今号では、2022 年度の木材輸出入実績や、10 月から開始
される消費税インボイス制度について特集しています。

日合商 HP
トピックスへは

こちらから
▼

日合商ホームページ　トピックスより抜粋

日合商本部から
足立建一郎理事長が

来賓挨拶

畑中裕生氏を講師に
新春講演会を開催

開会挨拶に立つ
神奈川支部

伊藤元二 支部長

支部長挨拶に立つ
四国支部

村上髙志 支部長


